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病床利⽤状況

月（2018年） 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

入院者数 0 0 1 1 0 1 1 0 0 2 0

退院者数（転院） 0 0 2 2 (1)＊ 1 1 0 1 0 3

月末入院者数 17 17 16 15 14 14 14 14 13 15 12

病床利用率（15） 113.3 113.3 106.7 100 93.3 93.3 93.3 93.3 86.7 100 80

＊()内は転院数



対象者のステージ分類・転帰（2018年11月30日時点）

急性期 回復期 社会復帰期 現入院数 退院 転院 延入院数

男性 1 3 5 9 6 2 17

女性 1 2 0 3 4 2 9

合計 2 5 5 12 10 4 26

2018年11月30日時点＊転院先は三重県に２人、静岡県に2人



入院対象者の年齢・性別
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男性 女性

2018年11月30日時点

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代
男性 4 3 1 0 0 1
女性 0 0 2 0 1 0
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入院対象者の主診断
F0 F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9

人数 0 0 12 0 0 1 0 0 0 0
内訳（男性） 0 ０ 9 0 ０ ０ ０ ０ ０ ０
内訳（女性） ０ ０ 3 0 ０ 1 ０ ０ ０ ０
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対象行為の種類
対象行為 殺人 殺人未遂 傷害 強盗 放火 強制わいせつ

合計 1 2 4 0 5 0
内訳（男性） 1 1 3 0 5 0
内訳（女性） 0 1 1 0 0 0

34%

34%

4%

24%

4%

対象行為の種類（2014年7月まで全国）

殺人
傷害
強盗
放火
強制わいせつ・強姦

2018年11月30日時点

25%

33%

0%

42%

0%

対象行為の種類（2018年11月当院）

殺人
傷害
強盗
放火
強制わいせつ・強姦



入院対象者の居住地

居住地 愛知県 岐阜県 三重県 静岡県 和歌山県

人数 5 2 0 4 1

2018年11月30日時点



対象者の外出・外泊実績

2018年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
院内外出 2 4 4 1 3 1 1 1 0 1 1
院外外出 9 6 4 5 8 8 8 7 8 4 3

外泊（日数） 2(5) 1(3) 3(6) 3(9) 0 1(2) 2(4) 1(2) 3(7) 2(4) 4(12)



⻑期入院（18ヶ月≒540日を越える入院）

急性期 回復期 社会
復帰期

入院
日数 理由

A 90 518 84 692
薬剤調整の⻑期化
（クロザピン継続が困難）
精神症状が不安定

B 118 244 211 573
遠隔地
（帰住先・通院先の選定の時間
を要する）
併存障害の対応



退院した対象者

帰住先

帰住先 自宅
（同居あり） 単身アパート 施設

（グループホーム等） 病院

人数 3 1 5 1



退院した対象者
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退院対象者の入院期間

急性期
回復期
社旗復帰期

急性期 回復期 社旗復帰期 全期間
A 70 225 244 539
B 83 274 218 575
C 112 266 244 622
D 68 295 183 546
E 97 267 213 577
F 89 239 302 630
G 83 301 301 685
H 90 113 180 383
I 91 320 210 621
J 52 56 128 236

平均 83.5 235.6 222.3 541.4
σ 15.9 81.1 51.0 127.3

平均* 86.6 273.3 239.4 599.4
σ* 13.4 29.6 40.2 45.9

＊HとJを除いたデータ
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問題行動 2018年1月〜11月
種類 件数 内容

暴力 0

性的逸脱行為 2例 ・女性職員の靴の匂いを嗅ぐ
・全裸で廊下を歩く

器物破損 2例 ・テレビを叩いて破損させた。
・自室の消灯台を蹴って破損させた。

窃盗 0

自殺企図 1例 ・タオルで自分の首を絞める

無断退去 0



治療実績 2018年年11月まで

クロザピン
５名実施（うち1名中止）

m-ECT
1名実施：計10回

持効性注射剤
2名



行動制限 2018年1月〜11月

行動制限 隔離 身体拘束 電話制限 面会制限

数 0例 0例 0例 0例



入院状況まとめ

• 開棟して2年が経過し、これまでに26名の対象者を受け入れ
た。

• 1名の転入院患者を受け入れた。
• 10名の対象者が退院した。
• 4名の対象者が地元の指定入院医療機関に転院した。
• 2名の対象者の入院期間は18ヶ月を超えている。
• クロザピン、m-ECTを実施している。
• 行動制限は行われていない。
• 問題行動として、性的逸脱行為、器物破損、自殺企図が出現し

た。（平成30年1月〜11月）



プログラム運⽤状況 1

朝の集い・振り返り
ラジオ体操
ユニットミーティング・全体ミーティング

スポーツ
中庭プログラム
休日プログラム（ビデオ鑑賞、カラオケなど）

院内散歩、院外外出、外泊



プログラム運⽤状況 2
権利擁護講座
疾患教育 (疾患の理解、再発予防について等)

暴力防止プログラム
物質使用障害関連プログラム（SMARPP）
服薬管理プログラム、服薬自己管理

SST（生活技能訓練）
CBT(認知行動療法)・やわらかあたま教室
心理面接→内省プログラム→クライシスプラン作成



プログラム運⽤状況 3

生活クラブ
作業療法（個人、集団：料理、手芸など）

退院準備プログラム(福祉サービス等について案内)
薬剤師による回診
栄養指導
家族に対する支援や疾患教育など

調整官プログラム（ピアカウンセリング）



各種会議の状況

項目 運用状況 内容等

治療評価会議 週１回実施 各担当チームによる治療方針や実施を病棟内で
評価・承認する会議

運営会議 月１回実施
病院管理者の参加により各対象者のステージ
アップや外出、外泊、病棟運営に関わる内容の
承認を得る会議

倫理会議 月２回実施
病院管理者、院外の有識者（精神科医）の参加
により非同意治療の事前事後承認を得る会議
など



各種会議の状況

項目 運用状況 内容等
地域連絡会議 年１回 平成30年12月21日実施

外部評価会議 年２回 平成30年3月16日実施
平成30年12月13日実施

厚生局監査 年１回 平成31年2月1日に予定

ピアレビュー 年１回
平成30年11月26日〜30日、神奈川県⽴精神医
療センターでピアレビューを実施。
病棟運営・会議の開催状況の評価、難治症例
の検討などを行った。


